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 調査概要

調査目的

対話期間

参加事業者

主な
対話項目

 道の駅田野では、東九州自動車道の開通に伴う交通環境の変化により利用者が減少したことで、物販施設を閉鎖し、
現在は駐車場とトイレのみ利用できる状況です。これらを踏まえ、移転整備に向け、新たな施設が地域交流や食文化
継承の持続的な拠点として機能するよう、基本計画の策定段階から民間のノウハウやアイデアを取り入れ、本事業を
より実現性の高いものとするため、サウンディング型市場調査を実施しました。

令和７年９月１０日（水） ～ 令和７年１１月２８日（金）

参加事業者：１３社 ※ 公表に同意の得られた事業者名を掲載しています。（以下、五十音順）
 

（株）岩切設計、（株）坂下組、（株）SAZANKA FARM、（株）スペース、（有）セルグッズ、（株）タカヒラ、
（有）髙本商店、田野町商工会、（株）戸髙コーポレーション、松浦組（株）、道本食品（株）、（株）矢野興業 

１事業参画（重点項目）
・本施設の整備や運営等への参画意欲について
・本施設の整備や運営に公募をする際、市に望む条件について
 

２運営方法（重点項目）
・独立採算制(指定管理料なし)での運営を検討していることについて
・売り上げに応じた納付金(市への支払い)の徴収を検討していること
  及びその納付率について
・望ましい運営期間について
 

３整備方法（重点項目）
・導入が望ましい機能とその施設規模について
・運営または整備手法(EOI、PFI、DBO等(※))について
 

４地域貢献
・地域貢献(地元雇用等)について
・道の駅を活用した地域住民や地元団体との連携に関する提案について
・多くの集客を見込めるイベント等の提案について 

５その他
 ・地域の特産品を活かした商品開発等について
 ・本事業への意見、要望(市へ望むこと)、アイデア等について
 

 

【※】
 ＥＯＩとは：設計・建設の前に運営事業者を先行して決定する方式。
 
 ＰＦＩとは：民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法
      律（PFI法）に基づき公共施設等の設計・建設・維持管理・運営
      等を民間の資金、経営能力等を活用して行う手法。

 ＤＢＯとは：公共施設等の設計・建設・維持管理・運営等を行政と民間が連
      携して行うPPP手法（官民連携）のうちの一つの方式。設計・建
      設・運営を一つのグループ会社に一括発注する。
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 対話結果

１ 事業参画
（重点項目）

事業者からの主な意見（抜粋）

• 宮崎に根差した企業として、地域資源を活かし積極的に事業に関与・協力していきたい。
• 田野町を最大限に生かす道の駅を創出し、宮崎市の地域活性化の一翼を担いたい。
• 公募の際は、なるべく地元の民間事業者を優先してほしい。
• 手持ち工事の参加資格要件について、今後予定される大型案件のために参加を控える事業者が出てくることが予想されるの

で、制限の緩和や廃止の検討が必要になるのではないか。
• EOI方式を採用する場合、道の駅を運営するまでにかかる準備資金について市からの支援を望む。
• PFI方式は企業が判断すべき案件が多く経験の有無が大きく影響するため、経験者にインセンティブがほしい。

まとめ

• 施設の整備や運営等への参画意欲については、多くの事業者から参画意欲が示された。
• 施設の整備や運営に公募をする際、市に望む条件については、地元企業の優先的な採用や事業参画しやすい条件設定、事前

準備にかかる費用負担などの意見が出された。

2 運営方法
（重点項目）

事業者からの主な意見（抜粋）

• 独立採算での運営は可能である。納付金は利益の３～７％が想定される。また、運営期間は５年では短い。事業の見通しの
観点から最低でも７年間はあるとよい。

• 納付金は純利益に応じたものであれば理解できる。また、運営期間は１０年が望ましい。
• 運営期間は、可能な限り長いほうが良いと考える。
• 独立採算での運営は可能である。納付金は売り上げの１％とすることも可能である。
• 長期の運営期間は事業者の負担やリスクが大きいため、運営開始当初は３年、その後は５年毎がよいと考える。

まとめ

• 独立採算制（指定管理料なし）での運営を検討していることについては、多くの事業者から運営可能との意見が示された。
• 納付金（市への支払い）の徴収を検討していることについては、負担割合は様々な意見があったが、一定の理解を得られた。
• 望ましい運営期間については、リスク管理の観点から「３～５年」とする意見がある一方で、「７～１０年」を望む意見も

示された。 2



 対話結果

３ 整備方法
（重点項目）

事業者からの主な意見（抜粋）

• 屋内の子どもが遊べるスペースや飲食店、平日の集客を見込むためのスペースなどがあった方が良い。
• 差別化と集客力アップを目指して全国ブランドの飲食業の誘致を図りたい。
• 用途を固定せず、柔軟に使用できる開けたスペースがあっても良いと考える。
• 道の駅には食べ物を求めてくる客が多いので、地元の食材などを提供する場はあったほうがよい。
• EOI方式を採用することで、運営者の意向を早期に反映させることができる、また、行政側も設計変更リスクを減らせると

いうメリットがある。
• 運営事業者を先に決めることで、持続可能な営業につながる施設をつくることができると考える。
• 運営事業者の意見を事業全体に反映させるためにもDBO方式がよいと考える。
• 経営の観点から、運営事業者として初期段階から設計・建設に関わりたい。

まとめ

• 導入が望ましい機能とその施設規模については、多くの事業者から飲食機能の導入や集客力のある機能の導入について意見
が示された。

• 運営または整備手法については、運営事業者の意向を設計・建設段階から反映できるEOI方式やDBO方式の採用を望む声が
多く出された。これらの手法により、事業の円滑な推進が可能になるとの意見が示された。
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４ 地域貢献

事業者からの主な意見（抜粋）

• 地元の方々を積極的に雇用（働きやすい条件で）及び持続可能な雇用形態を創出する。
• 地域住民や地元団体と連携し、季節ごとのマルシェなど、イベントを開催する。
• 外国人労働者と高齢者等との交流の場を提供することも重要である。

まとめ

• 地域貢献（地元雇用等）については、多くの事業者から地元雇用を行いたいとの意見が示された。
• 多くの集客が見込めるイベント等については、マルシェなど、積極的に行いたいとの意見が示された。



 対話結果

５ その他

事業者からの主な意見（抜粋）

• 地域の食材を使用したオリジナル商品の開発または支援を行いたい。
• 集客の観点から、周辺の案内表示を含めた視認性の向上策が必要だと考える。
• 道の駅に関する広報について、行政側も積極的に行ってもらいたい。
• 寄ってみたくなるような見せ方が重要。（建物やイベントなどの見せ方を工夫すること）

まとめ

• 地域の特産品を活かした商品開発については、オリジナル商品等について意見が示された。
• 本事業への意見や本市への要望については、視認性のある施設配置や集客力を高めるために周辺の案内表示など、「見せる

工夫」が重要であるとの意見が示された。

総　括
（重点項目分）

• 多くの事業者から本事業に対する参画意欲が示されたが、一方で公募要件や選定条件に対する要望もあったことから、多く
の事業者が参画しやすい公募条件や評価基準の検討を行っていく。

 

• 独立採算制（指定管理料なし）での運営や納付金については、一定の理解が得られた。納付金を導入する場合には、他自治
体の事例を参考にしつつ、適切な維持管理が実施できる割合の検討を行っていく。

 

• 望ましい運営期間については、リスク管理の観点から「３～５年」を望む意見と「７～１０年」の長期期間を望む意見が示
されたことから、事業の安定性を確保できる期間について検討を行っていく

 

• 事業手法については、運営事業者のノウハウを設計・建設の段階から反映できる「EOI方式」や設計・建設・運営を一括し
て担う「DBO方式」を採用することで、質の高い施設整備と建築コストの縮減ができるとの意見が示された。本事業はこれ
らの手法を含めて、最適な整備手法の検討を進めることとする。
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